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■会計の機動性について

１．決算作業の流れについて

民主市民クラブの玉井輝大でございます。待ちわびてい
た議会での発言の機会。一年生議員だからこそ、忘れずに
言わなければならないことを思い切って述べてさせていた
だきます。

「みなさまお元気ですか？」　私は、元気をなくすような
財政縮小、人員削減、全てに縮み続けている社会状況の中、
元気をどのようにつくり出していくかを、福岡市の経営資
源；「人」、「もの」、「金」、そして、「情報」について、その
今の実態とこれからの有効な使い方をうかがいたいと思い
ます。それでは民主・市民クラブを代表して、平成２０年
度の予算案について、質問させていただきます。

まずは、会計の機動性について、でございます。

民間大企業の決算は、期末から３ヶ月で財務４表を株主
総会に提出し、納税、そして、さらに、４半期ごとの報告、
と、とっても迅速です。一方、公会計は３月に期末を迎え、
秋に決算を審査。ゆっくりとした会計制度となっています。
これでは、官民での不平等ではないか。キビキビとした市
政をつくり出すためにも、キビキビ会計の仕組みをつくり
出さねばと思っています。そこで、まずお尋ねします、

決算作業の流れについて、根拠となる法律・法令・規則
とあわせてご説明ください。

回答；翌年度の５月３１日をもって出納を閉鎖。（地方
自治法２３５条の５）

・	会計管理者が決算を調整し、証書類とあわせて出納
の閉鎖後３ヶ月以内に市長に提出（地方自治法）

・	市長は、決算を監査委員に審査に付す。（地方自治法）
・	市長は、監査委員の意見を付けて次の通常予算を議
する会議までに議会の認定に付す。（同）

・	本市においては、例年９月議会に決算を提出してい
るところである。

２．発生主義、複式簿記。ＰＣネットワーク電算システム

年が明けて、一足先に新会計システムを作り上げている、
東京都へヒアリングにいきました。ご回答のような縛りが
あり、せっかくの PC ネットワークも民間企業並みに機能
できていないことが解りました。そして、１０年以上前ま
では、前々年度の決算を審議していた、と。決算と予算が
リンクしていなかった歴史的事実も知りました。決算を十
分審議し、その評価の上に立ってしっかりと予算を審議す
る。使われる「金額の大小」とともにしっかりと政策を議
論する。そのための十分な日程と、議論の材料となる情報
の準備が、これまではなされていなかったことを知りまし
た。
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トヨタ自動車、連結売上総額２３兆円、福岡市決算総額
１．８兆円。ＩＴの導入、「法的に会計制度の改善」さえで
きれば、公会計においてもより機動的な会計作成ができる。
例えば、決算作成作業は、出納閉鎖期間の後とならざるを
得ないわけですが、法律が変わり、発生主義、複式簿記に
変われば、出納閉鎖の期間分、早く決算を作れる。ここで
お尋ねですが、

東京都で今年度から始まっている会計制度。発生主義、
複式簿記。さらに、ＰＣネットワークを使った電算システ
ムに関する当局の評価と今後の取り組みをお聞かせ下さ
い。

回答；東京都では、日々の会計処理の段階から複式簿記・
発生主義を導入し、システム化によって貸借対照表
など財務諸表の作成が可能になっている。

・	東京都のシステムは、財務会計システムの大幅な改
修や全資産について評価が必要となり、多大な準備
作業と費用負担を要する。

・	本市においては、導入時期や費用負担等を考慮し、
決算統計情報を活用して作成できる「総務省方式改
訂モデル」の導入を当面検討している。

「総務省方式改訂モデル」の導入を検討中とのことです
が、資産と負債のバランスをみることができる正確なバラ
ンスシート（貸借対照表）が作られれば、自然に資産と負
債を対比させることができ、広い意味でのアセット・マネー
ジメント（“財” の運用）が初めてできるのではないかと思
います。そこでお尋ねです。

現時点で、アセットマネージメントに関して、どのよう
なもの、どのようなことをするのかを教えてください。

回答；本市のアセットマネージメントは、既存施設の
長寿命化や改修改築経費の平準化、施設運営管理の
効率化、既存施設の有効活用推進などの取り組みを
実施し、長期的な財政負担の軽減を図っていくこと
としている。

３．アセットマネージメントとはどんなこと？

今おっしゃったことは、役所だけではなく、家でも会社
でも普通にやってきたことではないでしょうか？　資産を
長持ちさせることだけが、アセット・マネージメントでは
ない。それでは、以前からやっていた「資産管理」が、た
だカタカナになっただけ。真のアセット・マネージメント
は、資産を金額できちんと、“財” として評価し、その活用
策を、全て予測し、その時点でベストの運用を図ることだ
と思います。バランス・シートなしに、アセット・マネー
ジメントなどというのは不十分であると思います。
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またさらに、これからのアセット・マネージメントは、“財”
活用後の税収予測までを盛り込んだモノとすべきだと思い
ます。この土地を売ったら、固定資産税がいくら入り、市
民税が、法人市民税がいくらはいるのか？　証券化、周辺
のインフラ整備なども検討し、長期的な戦略を、市民一人
当たり約１８０万円の負債の返還計画とともに作成すべき
だと思います。

２５年以上前、当時の大分県一村一品で有名な大山町に
民泊させていただいたことがあります。町を案内していた
だいての路肩のちょっとした緑地に商品価値のあるものを
植えている。たとえば、この梅の花は東京の料亭に出して
いる、あそこにクレソンが・・・、などと言われたことが
あります。温暖化対策を進めるロンドンはロードプライシ
ングをやって、特定の道路から収入を上げています。この
ようなことまで、アセットマネージメントのなかで考案、
創造できるようになって欲しいものです。そうすると、放
置されていた不動産が、“財 “が、急にイキイキと感じられ
るようになる。福岡という都市もイキイキとしてくると思
います。

さて、今度は予算の話に移ります。はじめに、

回答；市長は予算編成方針を決定し、前年度の１０月
末日までに局長及び区長に通知。（福岡市規則）

・	予算編成方針に基づき、各局において予算見積書等
を作成し、財政局長に提出（同規則）

・	国の地方財政計画等が１２月下旬に発表され、その
詳細が１月下旬に確定し、その内容に基づき、地方
交付税及び地方債等の再積算を行う。

・	市長は、予算を調整し、年度開始前３０日までに当
該予算を議会に提出し、年度開始前までに、議会の
議決を経なければならない。（地方自治法）

・	市長は、予算を調整し、年度開始前３０日までに当
該予算を議会に提出し、年度開始前までに、議会の
議決を経なければならない。（地方自治法）

・本市においては、２月中旬に議会へ予算案を提出して
いるところである。

予算作業の流れを、規則や国の予算策定との絡みで教え
てください。

４．予算作業の流れ

なぜこのような質問をしたか、その理由を具体的に申し
上げますと、１０月に決算特別委員会を行い、１２月に決
算を最終承認し、そして、１月から予算要望などをまとめ、
２月に補正、そして、予算案を頂き、３月下旬には、新年
度予算を固めるというスケジュールが、私には、とっても
時間的に窮屈で、検討の時間が足りないと思えるからです。

十分に予算を議論する時間確保のためには、決算書の早
期提出により前年度事業評価を早く行い、予算書を早期に
提出をすることが必要です。発生主義・複式簿記、そして、
ＰＣネットワーク型の作業で、民間並みに６月末には決算
書ができると、間違えなく、もっと十分な時間をかけるこ
とができるようになるのです。

福岡市 HP：福岡市アセットマネージメント基本方針（案）について

h t t p : / / w w w . c i t y . f u k u o k a . l g . j p / z a i s e i / a s s e t / s h i s e i /
assetkihonhoushin.html
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そして、新規事業など予算を増やすには、前年度事業の
どれを削ってそれを財源に当てるなどといった、全財政を
視野に入れた提案をする。その上にたって、政策を議論し、
その議論が議会で行われ、それが、マスコミを通じて、市
民に伝わる。

私は初めて質問にたった昨年の６月議会で「分かり易い
財政」ということを、お聞きしました。いわゆる「分かり
易い予算書」などをいろいろ見たのですが、確かに家計簿
型予算書は比べると分かり易いと思います。が、それでも、
予算書をみるというコストをかける市民はほとんど居ない
のでは。むしろ市民に必要なのは、議会で真剣に議論が為
されていることが解ること。そして、その内容がマスコミ
を通じて、流れ、問題点、課題が浮き彫りになり、どのよ
うな判断が議会と行政で下されるかを知ること。それを聞
き、市民が納得できればいい。「見える議論」が鍵だと思い
ます。

さて、少し、話題を移します。「福岡市基本計画に係る
実施状況の報告書」が昨年の 9 月議会に提出されました。
初めて作ったというこの報告書には、市の施策で優先度の
高い事業の実施内容が整理されており、政策議論する上で
非常に有用なものであると私は思いました。

私は決算委員会で、あえて、達成率とともに質問してみ
たのですが、「達成できている、できていない」の指摘は
できても、執行額が書かれていないので「使われた金額の
大小」までの議論はできませんでした。このように決算と、
事業評価と、予算が「執行額」でつながっていない。「執行
額の大小」の審査機会が繋がってない。そのことが公共体
の負債を増やしている原因の一つになっているのでは、と
思われました。そこでお尋ねします。

政策の進行管理にあたって、事業の実施状況の確認と次
年度の事業予算はどのように結びついているのかお尋ねし
ます。また今後、実施状況の報告書の中に、各事業の決算
額を記載する考えがないのか、あわせてお尋ねします。

回答；従来からの決算資料である「主要施策の成果説
明書」に加え、平成１９年度から「福岡市基本計画
に関わる実施状況報告」として、重要事業の進捗状
況や成果指標の状況を９月議会に提出している。

・それらを活用して、施策・事業の進捗状況の確認と、
議会での議論や社会状況の変化等をふまえ、次年度
の市政取り組み方針を定め、この方針に基づき、各
局で予算計上し、３月議会で議論いただいている。

・本報告には、前年度の重点事業の実施状況と成果指標
の状況を記載しているところであるが、今後、より
分かりやすくしていくために、事業費の記載につい
ても検討していく考えである。

４．予算作業の流れ
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■経営資源として情報の取り扱い

次に、経営資源として「情報」をとらえた、情報化の推
進について、でございます。

冒頭に述べましたように、財政削減は「お金」の削減、
人員削減は「人」、この２つの経営資源の減少のなかで、市
民により良いサービスをしていくためには、情報化によっ
て無駄をなくしていくことしか新たな経営資源をつくり出
すことはできません。アセットマネージメントでは、「もの」
を財として活用することを提案いたしました。これまでの
経営３要素、「人」、「もの」、「金」に加えて、ここでは４番
目の経営資源として、「情報」を考えます。そこで、まず、
財務会計の簡素・効率化についてお尋ねします。

回答；平成２０年４月稼働の「新財務会計システム」
の内容と効果ですが、平成３年度に稼働しました原
稿財務会計システムは、ホストコンピュータと、全
庁に約２５０台設置した専用端末機とで構成される
オンラインシステムで、運用時間の制限などが生じ
ていました。

・今回の新財務会計システムは、専用端末機を廃止して、
職員の机上に設置された全庁で約７千５百万台のパ
ソコンを端末機として活用することで、時間外や休
日のシステム利用を可能とし、また、同時に稼働し
ます「庶務管理システム」や、平成１７年度に稼働
した「電子調達システム」とのデータ連携機能を構
築することで、二重入力の解消など財務会計事務全
般の効率化を推進するとともに事務手順を示すガイ
ダンス機能の導入など、わかりやすく的確で、合理
的な会計事務の実現を目指しています。

・運用経費面でも時間外システム、臨職任用オンライン
システム等を含む経費の比較で（平年度化する）平
成２１年度以降、約４，８００万円の削減を見込んで
います。

・また、会計事務の簡素、効率化については、今回の財
務会計システム再構築以外でも、従来から総務企画
局・財政局など関係部署と連携し、１８年１月から
１０万円以下の物品購入については、従来７枚作成
していた帳票のうち４枚を省略できるようにするな
ど簡素、効率化をはかっているところです。

・会計事務の効率化については、今後とも関係部署と協
議しながらできるところから進めていきたいと考え
ています。

６．導入予定の「新財務会計システム」について

平成２０年度導入予定の「新財務会計システム」につい
て、その内容と効果について、お聞かせ下さい。また、会
計事務の簡素・効率化についてどのような取り組みをされ
ているのか、お聞かせください。

財務関係事務の効率化が図られ、運用経費の面でも、約
４８００万円の削減が可能ということで頼もしい限りで
す。さらに一歩進めて、ただ科目管理をするだけではなく、
事業管理、即ち、事業評価につながるようなシステムづく
りを是非検討していただきたいと思います。

総務省 HP:

URL:http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/2007/071017_1.html
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次に、質問ですが、今、会計システムと同じように、情
報化推進室で把握している庁内の情報システムにどのよう
なものが、幾つあるのか、教えて下さい。

７．庁内の情報システムにどんなものが、幾つあるのか

回答；庁内情報システムには、情報化推進室が所管す
る住民情報、税、福祉総合などの５４システムと、
各局が所管する図書館業務システム、消防指令管制
システム、道路管理システムなど２２局で１３４の
システムがあり、全体で１８８のシステムが稼働し
ている。

庁内の情報システムを統合したり、それぞれで使用して
いるコンピュータの共同利用を行えば、情報システム経費
のさらなる削減が期待できると考えますが、情報化推進室
では、どのような取り組みを行っているのか、お尋ねしま
す。回答；情報システムの統合については、情報化推進室

が所管する基幹系の業務システムを対象に、データ
統合による業務の効率化、ハードウェアの効率的活
用や競争性の導入によるコスト削減をテーマに、次
世代の行政システムのあり方について検討を進めて
いる。

・	コンピュータの共同利用については、情報化推進室
にて共有サーバを設置し、小規模システムの共同利
用を進め、経費削減に取り組んでいる。

・	各システム独自で敷設した小規模ネットワークにつ
いては、全庁ＯＡネットワークへの統合を進め、経
費削減を図っている。

それだけのシステムがこれから統合、進化、成長して
いくのだと思いますが、その大きな戦略はまとめていらっ
しゃるのでしょうか？　電子市役所と言った概念、ユビキ
タス社会と言った概念があるようですが、言葉だけではっ
きりとしておりません。そこで質問です。

８．情報システム統合とコンピュータの共同利用

人は減り、金も減り、しかし、仕事はこまごまと増え続
ける。仕事は増えることはあっても、なかなか減ることは
ない。法律や、条例や、規則などで規定される行政仕事は、
それら書かれたものを改訂することに、また、手続き、時
間がかかる。ここに仕事が増える原因がある。まず庁内規
制緩和が必要で、ねばり強く改訂作業を続けていただきた
い。このような作業はどこまででも続く作業です。だから
こそ、情報化システムの導入とあわせて、簡単にできるこ
とを多少の誤差の範囲で導入し、学び修正していく、といっ
た考え方で進めていくべきだと思います。そこで質問です。

福岡市 HP：福岡市公共事業支援統合情報システム

URL:http://www.city. fukuoka. lg. jp/zaisei/
gijutsukanri/business/004.html
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８．情報システム統合とコンピュータの共同利用

企業ではＣＩＯ（チーフ・インフォメーション・オフィ
サー）という、情報担当代表取締役ポストを用意して人材
を配置しています。それは、新しい経営資源である、「情報」
をしんから有効に使おうという意図で設置されるポストで
あります。

そこで質問いたします。

情報化推進のためには、職員の技術力の確保に加え、市
政経営の観点から情報システム全体を統括する最高責任者
となるＣＩＯを本市においても設置する必要があるのでは
ないかと思いますが、ご所見を伺います。

回答；ＣＩＯとは、新電子自治体推進指針によると、
地方自治体などの団体における全てのネットワーク、
情報システム等の情報資産の管理や情報セキュリ
ティに関する権限及び責任を有するモノのこととさ
れている。

・	政令市におけるＣＩＯの設置状況は、１７政令都市
の内、１２都市で設置されている。また、ＣＩＯの
役職は、市長が２市、副市長が７市となっている。
そのほか、局長が２市、部長が１市となっている。

・	本市には、ＣＩＯを設置していないが、局長クラス
のメンバーで構成される情報化推進会議を設置し、
情報化を推進している。

・	今後の方向性については、電子自治体推進体制の整
備・強化は重要な課題でありＣＩＯの設置の必要性
を含め検討していく。

是非、単なる当て職ということではなく、後戻りのない
システムづくりのために、キチンとした技術的背景を持っ
た、適切な人材をＣＩＯとして、登用して頂きたいと思い
ます。

福岡市の情報化に関する希望を、簡単に言うと、ほとん
どの情報をデジタル化し、そして、そこから、市民の知り
たいことを瞬時に作り出せる仕組みを準備していただきた
い。時代、市民ニーズに応じた資料づくり、即ち、時代に
即した情報加工は、意識改革、行財政改革と同じ改革活動
の一つになります。

このような情報を経営資源とする改善が進展することに
より、結果として、市民にも十分な情報が流れ、さらに、
情報の流れとともに、価値観の共有が拡がっていく。この
ような状況が出来て初めて「財政再建」を、意識して市民
に見える形でおこなえるようになると思います。

回答；現在は、職員の在課年数ごとに習得すべき技術
スキルの目安を設け、情報化推進室を中心に体系的
な人材育成に取り組んでいる。

・	ＩＴベンダー等を活用した技術研修を実施し、最新
知識の習得に努めている。

・	人材の確保としては、ＩＴ関連企業における経験者
の民間企業経験者採用区分での採用や、庁内公募に
よるＩＴ関連企業における職務経験者を嘱託員とし
て採用予定している。

情報化推進のためには、専門的技術を持った職員が欠か
せないと思います。現在の状況はどのようなっているのか、
教えてください。

９．情報化推進には専門的技術を持った職員を
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■「福岡市 ( 組織と職員 ) の元気」について

さてこれから、「福岡市 ( 組織と職員 ) の元気」について
質問いたします。

まず、経営資源などといった冷たい言葉で語ることさえ、
許せるのかと思う、市役所で一番大事な“人”について。即ち、
市職員の元気づくりに関して、でございます。同じことで
も、元気いっぱいやるのと、ただ漫然とやるのでは結果が
かなり違ったものになることは、皆さま、よく経験のこと
と思います。

そのためには、ルーチンワークを極小化し、そこででき
る組織の余力を、挑戦に変える。余力のあるところにしか、
挑戦はない。その点で全国に先駆けて取り組んだ、「できる、
納得、遊び心」のＤＮＡ運動は特筆すべき内容だと思って
います。そこで質問です。

前市長の下で行われたＤＮＡ運動の評価をお聞かせ下さ
い。

回答；平成１８年度まで実施した「ＤＮＡ運動」は、
各職場において窓口サービスの向上やコミュニケー
ションの充実などの効果が見られ、現場に軸足をお
いた改善活動として、改革初動段階で、改革への意
識付けを行うという役割において一定の成果を得た。
一方、基本的に所属単位での取り組みであったこと
から所属を越えた組織横断的な活動へ広がりにく
かったことや、７年間、「運動」という形で継続した
ことによる職員の負担感が課題となっていた。

・そこで、改善・改革を自主的に進めるという原点に立
ち返り、職員提案制度や庁内報発効を開始し、これ
らを活用して、職場での改善・改革が進むように支
援している。

11．前市長の下で行われたＤＮＡ運動の評価

「市の中だけではない、国も県も、他の自治体も含めて、
日本中理不尽だらけ。」若い人は特にそう思っているので
はないでしょうか？　だから、自分だけでは手に負えない、
福岡市職員だけでは「変えられない。改善できない。だか
ら、じっとしていよう。」になってしまう。若い人でさえも
止まってしまう。淀んでしまう。

いま、お金をあまり使わず、工夫で革新的な行政執行を
考えることができないでしょうか？　たとえば、職員が、
あるいは「職員と市民」が力を合わせて何か一つのことを
するなど。そこで質問です。
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このような人力による、創意・工夫による施策というの
は今、何かあるのでしょうか？　あるとすると、どのよう
な内容なのでしょうか、教えてください？

12．創意・工夫による施策

回答；平成１９年度に実施した例では、「朝顔のカーテ
ンプロジェクト」を企画し、職員が本庁者西側壁面
など５カ所で朝顔を育てたことがあげられる。この
取り組みによって、冷房運転による電気・ガス使用
料の削減や、二酸化炭素排出量の削減による温暖化
対策に効果が図られた。

・そのほかには、職員とＭＰＯが共同して開発した「ア
オサかりんとう」や職員有志による庁舎周辺清掃、
違反広告物剥がし等がある。

確かに財源が無くてはできないと思うことが沢山ある。
しかし、このようにお金を使わなくてもできることも沢山
ある。本当に外部から評価をもらえる事業に挑戦する。ご
報告のような対温暖化対策のための環境改善活動、その支
援活動など、人手はかかるが今必要とされる事業を仕事と
して始める。それは、市民啓発にとっても大きな効果があ
る。「市役所の人が率先して、実際に汗を流して取り組んで
いる。私たちもやらねば。」と。

次に、組織・体制づくりは、市が施策を実現していくた
めに、また、それを支える職員がやりがいを感じながら活
き活きと仕事をしていくために、非常に重要なものです。
そこで、質問します。

13．「福岡市 2011 グランドデザイン」のための組織体制

本年６月には、吉田市長の今後の４年間の戦略を示す「福
岡市２０１１グランドデザイン」が策定される予定であり
ますが、このグランドデザイン２０１１に掲げる政策を実
現していくために、どのように組織体制づくりに取り組も
うとしておられるのか、お伺いします。

回答；組織・体制づくりにつきましては、「福岡市
２０１１グランドデザイン」において、今後特に力
を入れていく分野として「こども」・「環境」・「アジア」
の３つを掲げており、このたび平成２０年度組織編
成におきましても、「こども総合相談センター」にお
ける一時保護所の増員や、アジアに関する諸施策を
総合的に推進するための担当課長の新設など、これ
ら３つの分野に関する組織の強化を図ったところで
あります。今後も、的確に政策を実現していくため、
職員のモチベーション維持・向上にも配慮しながら、
組織・体制のあり方について絶えず見直しを行い、
簡素で効率的な市役所の構築に努めてまいります。

「行革プラン」は、政策と財政をつなぐ組織を構築する
もの。「政策」が「やりたいこと」で、「財政」が「財布」。
その二つを実施のためにつなぐのが行政組織。全ての組織
は日常的に、社会が変わるのに対応して変わり続けなけれ
ばならない。組織の「元気」は変わり続けること。人間の
体と同じく活発に代謝し続けることだと思います。「変わり
続けながらやること」を基本とした、柔軟な組織体制、加
えて、職員がのびのびと働くことができる状態、をつくり
出していただきたい。そこで、質問です。

福岡市 HP：福岡市グランドデザイン２０１１
URL:http://www.city.fukuoka.lg.jp/soki/kikaku/shisei/
grand_design_fukuoka2011/grand_design_fukuoka2011_gai
you.html
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14．「挑戦を評価する」仕組み

職員が仕事をする上において、「挑戦を評価する」仕組
みが重要だと考えます。現在どのような職員個人の勤務評
価を行っているのでしょうか？　また、職員のチャレンジ
精神を高めるため、どのような取り組みを行っているのか
お聞かせください。

回答；職員の勤務評定については、平成１６年度に策
定した人材育成・活性化プランに基づき、職員の元
気とやる気を高めて職員の力を引き出すことを理念
の１つとして平成１９年度から見直した所であり、
評価項目として、チャレンジ精神や企画構想力、課
題設定能力や事務改善力など、仕事への挑戦を評価
する項目を設定している。

・また、より職員の意欲を引き出し適材適所が可能と
なる庁内公募制度、職員の発想を生かした事務改善
や事業アイデアを発掘する職員提案制度の実施など、
職員のチャレンジ精神を高める取り組みを行ってい
る。

平成１５年７月に行われた、「職員モチベーション調査」
では、「職員は、実施している事業の社会的影響力が感じら
れることや、実際に接する市民から笑顔や満足を引き出す
ことに仕事のやりがいを見出している」との報告がなされ
ています。また、「市役所の事業戦略や目標が、職員の日常
の仕事と直接結びついていない状況が予測される。」との報
告がなされています。

そこで、質問ですが、

今ある「人材育成・活性化プラン」はＨ１６年度から今
年度まで行われているようですが、今後、どのようなこと
を考えてあるか？　新たな計画は策定しないのかお伺いい
たします？

15．「人材育成・活性化プラン」の今後

回答；現行の「人材育成・活性化プラン」は、平成
１６年６月に策定した「行政経営改革プラン」を踏
まえ、これまで、人事評価制度の見直しのほか、民
間経験者の採用、研修体制の構築やメンタルヘルス
対策などに取り組んできた。

・このプランは、平成２０年６月に策定予定の「行政改
革プラン」を踏まえ、平成２０年度中にみなおしに
向けて、現在検討を進めている。 日本の職場では、人材が育っていくキャリア・パスの選

択肢が少ない。昇進だけが評価されるのではなく、一芸を
評価し、一芸を磨けるような人材登用の幾つかのキャリア・
パスを明確にすることが必要だと思います。

また、同じ職場での人生で、職能を高め、見聞をひろげ
る機会として、外気に触れる機会があります。外気に触れ
させ、職員を振るわせる。８０年代最後にあったアジア太
平洋博覧会は、そのような機会であったし、その後の市政
の元気に、さらに市民の元気に大きな影響を与えたと思っ
ています。職員が市役所以外の職場を経験することは、職
員の能力の向上にもつながると思います。そこで質問いた
します。

写真提供：福岡市

アジア太平洋博覧会より始まったアジア太平洋子ども会議
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16．外部との人事交流

国や他の自治体、民間など、外部との人事交流の状況は
どのようになっているのか、平成１９年度の状況とここ数
年の変化について、教えてください。

回答；外部との人事交流については、平成１９年度に
おいて、国の省庁等へ１５人、他自治体へ４人、民
間企業等へ３人を派遣しており、受け入れについて
は、国から８人、他自治体から４人、民間から２人
となっている。ここ数年の状況としては、派遣者数・
受入者数ともに大きな変化はない。

特に、これからは、周辺自治体、民間との人事交流を通
して、たとえば、財政のプロ、予算のプロ、道路のプロ、
公園のプロ、環境のプロなど、求められる専門家として他
の職場で貢献していく。これから必要となっていく事業分
野での職能に磨きをかける。そして、広く日本の経済社会
の中で高度なポストに抜擢され、さらに、その道での職能
に磨きをかける。このようなキャリアパスを明確な形でつ
くり上げていくことが必要だと考えます。役所内で、昇進
していくことだけが評価されるのではない、専門家として、
その習熟した技術と判断力が生かされ、賃金や地位だけで
なく、仕事の内容で評価されるようなキャリア・パスもで
きるだけ多岐に渡って構築していただきたいと思います。

その一つのパスとして、ボランティアや、ＮＰＯがある
と思います。公益的な目的のためのならば、そのことに励
む職員を後押ししてやるべきではないか。むしろ、福岡市
のためになることならば、積極的に職員が関わるべきだ。
一人ひとりが NPO をつくる、NPO の主要メンバーとなっ
て公務以外の “仕事” を行う。NPO への労働の供給は仕事
の一部とすることができてもいいのではないか、などと思
います。そこで質問いたします。

17．市職員とＮＰＯの交流、共働

市職員とＮＰＯの相互理解や交流、共働が必要だと思い
ますが、これについて、どのようにお考えでしょうか？

回答；ＮＰＯとの相互理解については、これまで、職
員を対象に、実際にＮＰＯの活動現場を訪問し、や
りとりを行う「ＮＰＯ体験講座」を実施し、新聞な
どでＮＰＯ・ボランティア情報の提供などを行って
きた。

・ＮＰＯとの共働の推進については、平成２０年度から、
ＮＰＯの新しい視点や発想を生かすため、ＮＰＯか
ら事業提案をいただき、よりきめ細かい市民サービ
スを提供する「共同事業提案制度」を導入すること
としている。
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「共同事業提案制度」は、とってもいいプログラムだと
思います。職員にとって外気に触れ、公的な事業に、違っ
た立場で関わる機会、そして、自己実現の道を見いだす貴
重な機会となる可能性をもつプログラムであると思いま
す。是非、元気に取り組み、ＮＰＯの元気を市役所のなか
にも持ち込んでいただきたいと思います。

ソウル～釜山間で新幹線完成。そして、２００８年
北京オリンピック。２００９年釜山と姉妹都市２０年。
２０１０年上海万博。２０１１年に九州新幹線開通。など
など、福岡はこれからも都市として元気を保っていける。
今、職員の元気を改めてつくり出し、元気な職場から、さ
らに元気な福岡市を造っていただきたい。

繰り返します。組織・体制が変わり続けることが「大原
則」それがないと活気が無くなる。水の流れと同じ。淀ん
でいては、活気が失われていく。「お金がないとできない。」
ではなく、使える経営資源でやる。その資源を事務の効率
化からつくり出す。そして、次の世代の課題に挑戦。そこ
にやる気と、成長と、自己実現が隠されている。そのよう
なことができる、元気な組織と職員をつくり出していただ
きたい。

以下は余談かもしれませんが、

「元気づくり」は日本社会全体の課題であることは確か
です。今、日本人は会った瞬間「お疲れサン」と言う。まだ、
朝で疲れてもいないのに。なんとスポーツクラブでもさえ
も言われます。チェックインして鍵とタオルをもらおうと
すると、「お疲れさまで～す。」「疲れてないから、“心地よい”
疲れを得るためにここに来ているのに、なんで？」といつ
も思っていました。

８６年から海外にでて７年間ほど、日本を出たり入った
りしました。９３年末に帰国して一番、ショックだったの
は「お疲れサン」の蔓延。私が海外に出る前、８６年には
日本になかった現象です。思い出してください。私が海外
にでる前のバブル前夜は、会った時は「おまえ、なんばし
よっとや？　元気しとうや？」で、別れる時は、「じゃあね。」
しかし、それが今は会った時も別れの時も「お疲れさま。」。
これもバブル崩壊が日本社会にもたらした現象なのでしょ
うか。

NPO と市職員の情報交換会「共働きカフェ」

福岡市 HP

http://www.city.fukuoka.lg.jp/shimin/koeki/life/kyoudou/cafe2_2.html
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回答；現在策定しております「福岡市２０１１グラン
ドデザイン」におきまして、市民生活の充実と、都
市活力の創出を図っていくことを目指しております。

・時代の大きな転換期にある今、様々な施策を展開して
いくためには、目標達成に向け一丸となって取り組
む元気な組織をつくり、職員の元気とやる気を引き
出すことが、大変重要なことであります。

・今後とも、職員の志気を高め、積極的に改革に取り組
む組織風土づくりに、全庁上げて取り組み、市民サー
ビスの向上に努めてまいります。

最後に、福岡市の元気な組織と元気な職員を育むことに
ついて市長のご所見を聞いて、私の質問を終わります。

18．元気な組織と元気な職員を育む

帰国し、自分で事業を始め、スタッフに「お疲れさま！」
は、わが事務所では使わない。としたら、どんな結果が起
きたか、解ります。「挨拶の言葉が消えた！」のです。それで、
別のお別れの言葉を考えさせた。幾つかやってみたけどど
れも、定着まで行きません。コンビニでも、別れの挨拶は

「元気でね！」にしようと指導したが、定着せず。１人で、
変えることの難しさを長く経験しています。ただ、頑固な
私は、自分が本当にそうでない時以外は使わないことは、
守り続けています。議員になってある研究会で、「お元気
サン！」を広めようとしている人に会いました。自分でも、
使ってみようと努力していますが。１人ではなかなか勇気
が要ります。参加しませんか？　「お元気サン！」　アメリ
カ、ケニアでの、「元気？　How are you?」が懐かしい。です。

元気な福岡市から、元気な日本社会づくり。考え続ける
テーマです。そこで、


